
0.000

1.000

2.000

3.000

4.000

5.000

勾配

計画高 1
.
5
0
0

VCR=50m

VCR=50m

2
.
9
5
0

L=2.5m i=19.0
%

L=15.5
m

L=2.5m

1
.
5
0
0

VCR=50m

VCR=50m

9.0%

L=2.5mi=19.0%
L=15.5m

L=2.5mLEVEL

2
.
9
5
0

9.0%

3-NO.1

3.59

平面図

施工用重機搬入路図 S=1:250

セミトレーラー
前進方向

（セミトレーラー進入）

2

2

1

1

3

3

砕石(RC-30) 面積=249.8m2

砕石(RC-30) 面積=163.3m2

砕石(RC-30) 面積=155.1m2

灯

信

駐車場

AS

灯

休憩所

灯
灯

φ
800HP

汚

水

水

汚

遊具

水

灯

遊具

汚

水

E

消

E

E

Con

都市公園

都市公園

1.13

1.36

3.46

3.05

2.87

3.00

2.55

2.30

2.69

1.49

1.53

2.84

1.34

1.66

1.51

3.592

1.336

-2.19

-1.85

撫養川

3-N

HT-15

HT-50

BM.1

1:1.5

1:1.5

S=1:150縦断図

搬入路断面図 S=1:50

2-2、3-3

1-1

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工用重機搬入路図

1:250 1

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

CL

CL

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

VCL=5m

VCL=5m

LEVEL LEVEL

VCL=5m

VCL=5m

坂路長L=20500 坂路長L=20500

55000

LEVELLEVEL

14000

LEVEL部
L=1400

0

坂
路
長
L=20500

1
1
7
0
0

5800

11000

1
6
4
0
0

1
1
7
0
0

現況手摺撤去L=11m

現況手摺撤去L=18m

6100

4900

3
8
0
0

5
9
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

5
9
0
0

3
8
0
0

再生密粒度As 面積=333.5m2

坂路部北側

坂路部LEVEL部

坂路部南側

公園内

公園内

6100 4900

11000

3800 5900 2000

11700

砕石(RC-30) t=100mm

路体盛土 t=1400mm　断面積=16.6m2

砕石(RC-30) t=100mm

路体盛土 t=927mm　断面積=10.9m2

再生密粒度As t=50mm

再生密粒度As t=50mm

坂路長L=2050
0
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平面図

コンクリート基礎撤去　N=1基(0.6m×0.6×0.6)

コンクリート基礎撤去　N=1基(0.6m×0.6×0.6)

N=1基

3.59

3-NO.1

600×600×600mm

面積 A=174.1m2
     t=100mm

11

22

面積 A=705.8m3

面積 A=1245.0m2

盛土延長 69m
600×600×600mm

大型土のう 2段積×56列=112個

敷鉄板　36枚
(22×1524×3048mm)

0.5x0.5x0.4m,N=44個

・重機進入路には砕石(t=100mm)を計画している。
・浮桟橋吊り上げ時のクレーン配置箇所には敷き鉄板を計画している。
・大型土のうは、既設防護柵に影響を与えない位置に配置する。
・浮桟橋の木材の撤去を行うため、浮足場を計画している。
・上記は、現地状況に応じて適宜変更を行うこと。

盛土部標準断面図 S=1:100

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

L.W.L -0.978

1-1断面

大型土のう側面図 S=1:100

A-A断面 B-B断面

2-2断面

▽2.900
▽2.900

▽2.900

▽0.000

▽2.900

▽0.000

A
B

A
B

A
B

A
B

施工時水位 +1.030

施工時水位 +1.030

一次ヤード造成及び公園内施設撤去図 S=1:200

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号1:200 2

一次ヤード造成及び公園内施設撤去図

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

灯

遊具

E

水

汚

水水

遊具

水

汚

φ
8
0
0
H
P

汚

灯

灯

休憩所

AS

灯

駐車場

信

信

水

E

灯

灯1.336

3.592

3.05

1.13

3.461.36

E

E

消

都市公園

都市公園

1.51

2.84

1.49

1.53

1.66

1.34

3.00

2.69

2.55

2.87

2.30

HT-50

BM.1

HT-15

3-NO.1

-1.85

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

街灯撤去　N=1基

街灯撤去　N=1基

水栓柱撤去

街灯基礎撤去

砕石(重機搬入路部)

フラップゲート一時撤去

1段積×5m 2段積×4m

大型土のう　13個

2段積×5m 1段積×4m

大型土のう　13個

路体盛土

整地 h=200mm

土木シート(盛土・土のう・整地底面に設置)

9100

188
00

街灯基礎撤去

2
0
0
0

渡し板

9
1
0

手摺り 24本

5500 1820

荷重影響範囲

浮足場

60
°

60
°

盛土断面積 5.6 m2

土木シート

1280
敷鉄板 (22×1524×3048mm)

1
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

1000

1
0
0
0

9000

2
0
0
0

2
0
0
0

9000

1
0
0
0

1
0
0
0

1000

1
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

1000



▽2.900

▽0.000

施工時水位
+1.030

撤去

L.W.L -0.978

1:1.5

※詳細図は別途記載

断面図 S=1:150

3-3断面

断面積A=27.52m2

▽-1.500(計画河床)

二次ヤード造成及び公園内施設撤去図 S=1:200

▽2.900

▽0.000

A

A

1-1断面 A-A断面 B-B断面

▽2.900

▽0.000

A

A

2-2断面

大型土のう側面図 S=1:100

B

B

B

B

20個
24個

N=20
25tラフター使用

N=24
25tラフター使用

2段 3段

計画平面図

▽1.030～2.900 ▽1.030～2.900

4.0m×2.0mC

C

C

C

C-C断面
2段(鋼矢板前面)

▽1.030

4.0m

4.0m×2.0m

施工時水位 +1.030施工時水位 +1.030

3.5m
※水位以下にのみ設置 5.0m

※水位以下にのみ設置

5.0m×2.0m 3.5m×3.0m
5.0m×1.0m

3.5m×3.0m

13個
13個

B
N
O
1
0

B
N
O
1
2

B
N
O
1
3

3.59

3-NO.1

E

消

1.36

都市公園

3.00

2.84

E

水

1.34

1.66

E

2.87

3.46

2.69

E

灯

φ
8
0
0
H
P

信

水

花林

休憩所

灯

水

水

信

灯

遊具

灯

Con

標

水

灯

遊具

灯

-1.85

3-NO.1

HT-15

BM.1

HT-50

3.592

1.336

都市公園

B
N
O
9 BIP-3

1.51

汚

N=20
25tラフター使用

※既設浮桟橋撤去後、一次ヤードの状態から係留杭引抜が可能となる範囲までヤード
　(盛土)を拡大する。
※護岸(被覆石含む)の上は大型土のうで土留及び止水を行い、護岸と干渉しない範囲
　は鋼矢板による土留及び止水を行う。
※護岸近傍の近傍においては、鋼矢板背面への浸水を防ぐため、鋼矢板前面に大型土
　のうと遮水シートを設置する。
※既設フラップゲートが盛土内に埋まるため、盛土外まで排水管を延長する。
※鋼矢板の打設は、油圧式圧入引抜機での設置を基本とするが、油圧式杭圧入引抜機
　を設置できる枚数(N=3枚)まではバイブロハンマで施工する。

N=24
25tラフター使用

有効寸法:□900
N=1

有効寸法:□900
N=1

φ
8
0
0
 
L
=
1
5
0
7
0

(22×1524×3048mm)

断面積A=27.52m2
延長　L=40.54m
体積　V=1115.66m3

※詳細図は別途記載

22

1 1

3

3

13個
13個

20個
24個

a

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

二次ヤード造成及び公園内施設撤去図

1:200 3

a部詳細図 S=1:50

鋼矢板前面に大型土のうを設置

撫養川

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

係留杭(川裏側)φ400,L=11.0m,N=2本

1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

5
0
0

路体盛土(流用土)

58
°

2805 65612967

大型土のう(一次ヤードからの移設)
大型土のう(一次ヤードからの移設)

大型土のう移設 ※一次ヤードより 大型土のう移設 ※一次ヤードより

9000 7000
8000 9000

遮水シート

遮水シート

遮水シート

鋼矢板III型(リース)

824 1656 6937

遮水シート
遮水シート

遮水シート 遮水シート
遮水シート

遮水シート

大型土のう(一次ヤードからの流用)
大型土のう(一次ヤードからの流用)

固定桟橋 基礎

1
5
0
1

3
3
5
0

大型土のう移設 ※一次ヤードより

9000 7000

大型土のう移設 ※一次ヤードより

既設フラップゲート 撤去・再設置

仮設フラップゲート(既設同等品)設置

排
水
管
延
長
(
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
)

8000 9000

824
1656

6937

266 3154
3350 456

敷鉄板　22+18+42=80枚

119020316302

路体盛土(流用土)

2
9
6
8

1
3
0
0

2
8
0
5

係留杭(川裏側)φ400,L=11.0m,N=2本 撤去

高欄撤去 L=54.4m

鋼矢板III型(リース)

6
5
6
1

路体盛土　40538
8304 6965

2
6
8
6

3
0
7
9

大型土のう(一次ヤードからの流用)
大型土のう(一次ヤードからの流用)

大型土のう(一次ヤードからの移設)
大型土のう(一次ヤードからの移設)

鋼矢板との境界からの浸水を防ぐため、

鋼矢板III型(リース)
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平面図

3.59

3-NO.1

(クローラ組立)
作業半径:R=18.0m
定格総荷重:W=3.0t
ブーム最大重量:W=2.3t
吊り重量:2.3<3.0t【OK】

(吊り上げ撤去時)
ブーム長さ:L=38.2m
作業半径:R=24.0m
定格総荷重:W=7.6t
パーゴラ一括撤去:W=6.8t
吊り重量:6.8t<7.6t【OK】

▽2.900

▽0.000

クローラクレーン組立て要領図 S=1:150

杭先端▽-8.600

施工時水位 +1.030

杭頭▽+3.580

杭先端▽-8.420

杭先端▽-7.420

杭頭▽+3.580

撤去(※復旧構造設置高さまで)

撤去

撤去(※復旧構造設置高さまで)

2.89t(木材重量)
3.88t(鋼材重量)
→合計6.77t

L.W.L -0.978

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その1) S=1:200

浮桟橋部 クローラクレーン組立て

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その1)

1:200 4

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

灯

遊具

E

水

汚

水水

遊具

水

汚

φ
8
0
0
H
P

灯

灯

休憩所

灯

信

信

水

E

灯

灯1.336

3.592

3.05

1.13

3.461.36

E

E

消

都市公園

都市公園

1.51

2.84

1.53

1.66

1.34

3.00

2.69

2.55

2.87

2.30

HT-50

BM.1

HT-15

3-NO.1

-1.85

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

セミトレーラー

50tラフタークレーン

荷重影響範囲

90tクローラクレーン

R=18.0m

係留杭(川表側)φ400,L=11.0m,N=2本

浮桟橋部 本体

パーゴラ支柱φ406.4,L=11.878m

パーゴラ撤去

90tクローラクレーン

60
°

60
°

50tラフタークレーンセミトレーラー
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平面図

3.59

3-NO.1

0.5x0.5x0.4m,N=44個

撤去(※杭切断高▽1.462まで)

撤去(※杭切断高▽1.205まで)

撤去(※杭切断高▽1.462まで)

敷鉄板　36枚
(22×1524×3048mm)

(吊り上げ撤去時)
ブーム長さ:L=38.2m
作業半径:R=24.0m
定格総荷重:W=7.6t
パーゴラ一括撤去:W=6.8t
吊り重量:6.8t<7.6t【OK】

※撤去対象部材を赤線で示している。

▽2.900

▽0.000

浮桟橋撤去要領図 S=1:150

杭先端▽-8.600

杭頭▽+3.580

杭先端▽-8.420

杭先端▽-7.420

杭頭▽+3.580

撤去(※復旧構造設置高さまで)

撤去

撤去(※復旧構造設置高さまで)

L.W.L -0.978

(吊り上げ撤去時)
ブーム長さ:L=38.2m
作業半径:R=24.0m
定格総荷重:W=7.6t
パーゴラ一括撤去:W=6.8t
吊り重量:6.8t<7.6t【OK】

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

2.89t(木材重量)
3.88t(鋼材重量)
→合計6.77t

施工時水位 +1.030四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その2) S=1:200

浮桟橋部撤去

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その2)

1:200 5

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

灯

遊具

E

水

汚

水水

遊具

水

汚

φ
8
0
0
H
P

灯

灯

休憩所

灯

信

信

水

E

灯

灯1.336

3.592

3.05

1.13

3.461.36

E

E

消

都市公園

都市公園

1.51

2.84

1.53

1.66

1.34

3.00

2.69

2.55

2.87

2.30

HT-50

BM.1

HT-15

3-NO.1

-1.85

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

渡し板

9
1
0

5500

2
0
0
0

1820

手摺り 24本

浮足場

PILE2(川表側)φ400,L=11.0m,N=1本

固定桟橋 基礎

浮桟橋 本体

PILE1(川表側)φ400,L=11.0m,N=1本

パーゴラ支柱φ400,L=11.0m,N=1本

90tクローラクレーン

R
=
2
4
.
0
m

係留杭(川表側)φ400,L=11.0m,N=2本

浮桟橋部 本体

パーゴラ支柱φ406.4,L=11.878m

90tクローラクレーン

60
°

60
°

作業半径　24.0m

パーゴラ撤去

敷鉄板
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平面図

3.59

3-NO.1

計上する。　　　

東
浜
1号

線
よ
り
進
入

積載寸法:2100x6000x2500

約20kg(1本あたり)

※撤去対象部材を赤線で示している。

A-A断面

施工時水位 +1.030

▽0.000

TP=-1.500

L.W.L -0.978

約20kg(1本あたり)
撤去

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

木製支柱撤去要領図 S=1:100

【木製支柱撤去フロー】

潜水士が既設護岸より
河川内へ移動

手のこ等を用いて
人力により木製支柱を切断

切断した木製支柱を
人力により護岸上へ移動

人力によりトラックへ
積み込み

木製支柱搬出

四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その3) S=1:200

固定桟橋木製支柱撤去

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その3)

1:200 6

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

灯

遊具

E

水

汚

水水

遊具

水

汚

φ
8
0
0
H
P

灯

灯

休憩所

灯

信

信

水

E

灯

灯1.336

3.592

3.05

3.461.36

E

E

消

都市公園

1.51

2.84

1.53

1.66

1.34

3.00

2.69

2.55

2.87

2.30

HT-50

BM.1

HT-15

3-NO.1

-1.85

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

黒ハッチング部は施工重機搬入路図にて、

4t積トラック

既設パーゴラ支柱(流用)

既設係留杭(流用)

潜水士

固定桟橋 基礎(流用)

木製支柱 150x150x1580,N=23本

荷重影響範囲

60
°

60
°

木製支柱 150x150x1580,N=23本

潜水士

固定桟橋 基礎(流用)

1
5
8
0

6
3
0

2
6
3
8

408
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11

(鋼矢板打設時)
ブーム長さ:16.4m
作業半径:R=13.0m
定格総重量:W=4.60t
負荷率90%:W=4.14t
フック重量:W1=0.22t
大型土のう重量:W2=2.0t
吊荷重:W=2.22t
吊り重量:2.22t＜4.14t【OK】

土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

13個
13個

20個
24個

N=20
25tラフター使用

N=24
25tラフター使用

a

▽2.900

▽0.000

1-1断面

▽2.900

▽0.000

2-2断面

断面図 S=1:100

施工時水位 +1.030施工時水位 +1.030

計画平面図

N=20
25tラフター使用

N=24
25tラフター使用

20個
24個

13個
13個

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その4) S=1:200

大型土のう移設

a部詳細図 S=1:50

鋼矢板前面に大型土のうを設置

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その4)

1:200 7

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

1
5
0
1

8304

3
0
7
9

6965

2
6
8
6

3
3
5
0

25tラフタークレーン

R=13000

9000 7000
8000

大型土のう(一次ヤードからの流用)
大型土のう(一次ヤードからの流用)

大型土のう(一次ヤードからの移設)
大型土のう(一次ヤードからの移設)

大型土のう移設 ※一次ヤードより

大型土のう移設 ※一次ヤードより

9000

9000
9000

824 1656 6937

大型土のう移設 ※一次ヤードより 大型土のう移設 ※一次ヤードより

大型土のう(一次ヤードからの移設)
大型土のう(一次ヤードからの移設)

7000
8000

大型土のう(一次ヤードからの流用)
大型土のう(一次ヤードからの流用)

鋼矢板との境界からの浸水を防ぐため、

鋼矢板III型(リース)
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土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

▽2.900

▽0.000

1-1断面

▽2.900

▽0.000

2-2断面

断面図 S=1:100

施工時水位 +1.030施工時水位 +1.030

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その5) S=1:200

盛土構築

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その5)

1:200 8

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

5810

824 1656 6937

5810
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(鋼矢板打設時)
ブーム長さ:16.4m
作業半径:R=8.0m
定格総重量:W=11.3t
負荷率90%:W=10.17t
フック重量:W1=0.22t
バイブロハンマ重量:W2=3.3t
鋼矢板重量:W3=0.6t
起振力/6:W4=4.8t
吊荷重:W=8.92t
吊り重量:8.92t＜10.17t【OK】

土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

断面図 S=1:150

L.W.L -0.978

部材長:11.0m
打込長:7.97m
バイブロハンマ

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その6) S=1:200

鋼矢板打設:バイブロハンマ(大型土のうとの境界部)

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その6)

1:200 9

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

25tラフタークレーン

R=8000

1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

作業半径:R=8000

バイブロハンマ
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(鋼矢板建込み時)
ブーム長さ:30.5m
作業半径:R=15.0m
定格総重量:W=3.8t
負荷率90%:W=3.42t
フック重量:W1=0.22t
鋼矢板重量:W2=0.6t
吊荷重:W=0.82t
吊り重量:0.82t＜3.42t【OK】

土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

断面図 S=1:150

L.W.L -0.978

部材長:11.0m
打込長:7.97m
油圧式圧入機

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その7) S=1:200

鋼矢板打設:油圧式圧入機

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その7)

1:200 10

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

25tラフタークレーン

R=15000

油圧式圧入機
1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

作業半径:R=15000

25tラフタークレーン

油圧式圧入機
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土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

断面図 S=1:150

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その8) S=1:200

盛土構築

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その8)

1:200 11

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

9918 30053078

1
1
0
0
0

3078 9918 3005
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(鋼矢板建込み時)
ブーム長さ:30.5m
作業半径:R=15.0m
定格総重量:W=3.8t
負荷率90%:W=3.42t
フック重量:W1=0.22t
鋼矢板重量:W2=0.6t
吊荷重:W=0.82t
吊り重量:0.82t＜3.42t【OK】

土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

断面図 S=1:150

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

▽2.900

▽0.000

杭頭▽+3.580

杭先端▽-8.420

L.W.L -0.978

施工時水位 +1.030

部材長:11.0m
打込長:7.97m
油圧式圧入機

四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その9) S=1:200

鋼矢板打設:油圧式圧入機

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その9)

1:200 12

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲25tラフタークレーン

R=150
00

油圧式圧入機

6
6
8
6

6
2
6
5

2
9
9
2

6
6
5
8

2
8
0
4

1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

作業半径:R=15000

油圧式圧入機
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土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

断面図 S=1:150

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その10)S=1:200

盛土構築

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その10)

1:200 13

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

99183078 2799 3005

1
1
0
0
0

3078 9918 2799 3005



土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し
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※上記作業を繰り返し、対岸まで鋼矢板を打設する。

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

断面図 S=1:150

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その11)S=1:200

鋼矢板打設:油圧式圧入機

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その11)

1:200 14

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

油圧式圧入機

R=
15
00
0

1
1
0
0
0

作業半径:R=15000

25tラフタークレーン 油圧式圧入機
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土留範囲に盛土構築

一次ヤードより大型土のう移設

【鋼矢板打設施工フロー】

鋼矢板打設(バイブロハンマ)

鋼矢板打設(油圧圧入機)

土留範囲に盛土構築

繰り返し

断面図 S=1:150

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

▽2.900

▽0.000

施工時水位 +1.030

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

施工計画図(その12)S=1:200

盛土構築

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その12)

1:200 15

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

荷重影響範囲

1
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施工計画図(その13)
(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法
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(杭抜き機設置)
ブーム長さ:L=13.8m
作業半径:R=10.0m
定格総荷重:W=31.3t
フック重量:W=0.7t
全周回式掘削機重量:W=26.1t
吊り重量:26.1<31.3t【OK】

平面図

▽2.900

▽0.000

施工時水位
+1.030

L.W.L -0.978

1:1.5

※詳細図は別途記載

係留杭撤去施工要領図 S=1:150

▽-1.500(計画河床)

全周回式掘削機 38kN/m
2

(杭抜き機設置)
ブーム長さ:L=13.8m
作業半径:R=10.0m
定格総荷重:W=31.3t
フック重量:W=0.7t
全周回式掘削機重量:W=26.1t
吊り重量:26.1<31.3t【OK】

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

撤去

全周回式掘削機設置

ケーシング圧入・掘削

杭周面の縁切り

杭の引抜き・孔内充填

【全周回転式オールケーシング施工フロー】

四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

S=1:200

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

施工計画図(その13)

1:200 16

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

100tクローラクレーン

R=10.0m

敷鉄板

全周回式掘削機

1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

58
°

2867

1000

5
0
0

100tクローラクレーン

作業半径　10.0m

敷鉄板

敷鉄板

係留杭(川裏側)φ400,L=11.0m,N=2本

ケーシングチューブ
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(流用)

施工計画図(その14)
三次ヤード造成及び新設杭打設

盛土を登坂可能な勾配に整形する。

・クローラクレーン作業位置確保のため、盛土を整形し、
　登坂可能な勾配(30%)に変更する。
・新設杭は既設杭及び既設構造物との離隔をとり、
　施工精度確保のため導杭・導梁を設置する。

(杭打設時)
ブーム長さ:L=27.4m
作業半径:R=20.0m
定格総荷重:W=20.0t
負荷率90%:W=18.0t
フック重量:W=1.7t
吊荷重:W=16.4t
吊り重量:16.4<18.0t【OK】

▽2.900

▽0.000

施工時水位
+1.030

L.W.L -0.978

※詳細図は別途記載

▽-1.500(計画河床)

(杭打設時)
ブーム長さ:L=27.4m
作業半径:R=20.0m
定格総荷重:W=20.0t
負荷率90%:W=18.0t
フック重量:W=1.7t
吊荷重:W=16.4t
吊り重量:16.4<18.0t【OK】

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去

1:3.3※登坂能力(30%)

盛土を登坂可能な勾配に整形する。

四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

S=1:200

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号1:200 17

施工計画図(その14)

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事

20

固定桟橋 基礎

係留杭(川表側)φ400

既設パーゴラ支柱(流用)

新設杭打設時にクローラクレーンが接近できるように

6
2
0
0

30200

導杭H-300×300

導梁H-300×300
新設杭

120tクローラクレーン

1
1
0
0
0

鋼矢板III型(リース)

5
0
0

58
°

作業半径　20m

新設杭H400×400

120tクローラクレーン

新設杭打設時にクローラクレーンが接近できるように

導杭H-300×300

導梁H-300×300
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施工計画図(その15)
四次ヤード造成

(三次ヤードからの流用)
(三次ヤードからの流用)

大型土のう 2段積×56列=112個
一次ヤードより再利用

※三期施工へ引き継ぐため、四次ヤード(一次ヤードと同形状)の造成を行うこと。

▽2.900

▽0.000

断面図 S=1:100

施工時水位 +1.030

L.W.L -0.978

クローラクレーン組立て

 一次ヤード造成及び
公園内施設撤去図
(別途資料参照)

【施工フロー】

仮設浮足場設置

鋼矢板打設
(二次ヤード造成)

既設浮桟橋全撤去

仮設浮足場撤去

二次ヤード造成図
(別途資料参照)

(川裏側)係留杭全撤去
オールケーシング工法

三次ヤード造成

新設杭打設

既設固定桟橋木製支柱撤去 四次ヤード造成
(三期施工へ引き継ぎ)

S=1:200

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号1:200 18

施工計画図(その15)

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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荷重影響範囲

1段積×5m 2段積×4m

大型土のう　13個

2段積×5m 1段積×4m

大型土のう　13個

60
°

60
°

1280

1
0
0
0 2
0
0
0

1000

1
0
0
0

2
0
0
0



新設杭詳細図(その3)
特記なき材質は、全て SM400A とする。1．

注 記

杭天端ベースプレート板厚t=22mm(△印)は2．

現地計測後、決定の事。

P5脚の既設基礎計画高は現地計測後3．

新設杭高を決定の事。

19

新設杭詳細図(その3) S=1:50

1:50

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

P5杭下端部詳細 S=1:10

平面図

10-φ27孔

アンカーボルト

▽L.W.L -0.978

※二期施工(遊歩道桟橋の杭打設・設置)を赤書き
　三期施工(遊歩道桟橋の上部工架設)を青書きで示す。
　本図は設計図面を基に復元している。

※床版上面が平坦でない場合、チッピングなど
　を行い、平坦性を確保すること。

:新設杭塗装範囲(超厚膜形エポキシ樹脂系被膜)

▽朔望平均満潮位 +0.822

▽L.W.L -0.978

▽0.000

(上部工架設) (上部工架設)

▽-1.500

▽0.000

施工時水位　▽+1.030

t=2.7mm、H=3.0m

t=2.7mm、H=3.0m
500×500×500 mm

500×500×500 mm

500×1100×500 mm

不陸整正

不
陸

整
正

P5橋脚

計画河床▽-1.500(注3)

▽1.626 

▽1.226 

2 - H 400 x 400 x 13 x 21 x 2677

2 - PL 480 x 22 x 480

固定桟橋基礎

底版下面▽-2.300

フーチング

2 - PL 550 x 22 x 720

A-A

A

A

P5橋脚仮設詳細図 S=1:50

側面図

平面図

ネ
ジ

切
長

アンカーボルト詳細 S=1:4

座金 M24

NUT M24(1種)

10-ANC BOLT D25x440(SD345)

10-NUT M24 (1種)(SS400)

10-WASHER M24 (SS400)

亜鉛めっき

樹脂パテ材(不陸調整)

エポキシ樹脂

(t=5mm)

N = 2

削孔径

削
孔

長

参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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φ=2000
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主要部材数量表

部材名

土留壁(鋼矢板)

計

寸法 単位

III型 m

数量

836.0

単位質量 質量

60.0kg/m 50.2t

備考

50.2t

設計条件

対象構造物

掘削面積

掘削深さ

水位

土圧 断面計算用土圧

地表面上載荷重 10.00kN/m2+28.8kN/m2(建設用重機荷重)

既設係留杭・遊歩道桟橋基礎杭

別途数量計算参照

+2.530m

考慮する

▽2.900

▽0.000

1-1断面

鋼矢板III型(リース)
部材長:11.0m
打込長:7.97m

油圧バイブロ施工
N=3枚

陸上施工

鋼矢板III型(リース)
部材長:11.0m
打込長:7.97m
油圧圧入機施工

N=73枚
陸上施工

砂質土層(河川内盛土)　N値=15
γ=19.0kN/m3　φ=30°
E0=42000

▽0.000

施工時水位 +1.030

風化岩層　N値=42
γ=20.0kN/m3　φ=38°
E0=117600

沖積第1礫質土層　N値=24
γ=17.0kN/m3　φ=34°
E0=67200

沖積第2砂質土層　N値=12
γ=17.0kN/m3　φ=28°
E0=33600

沖積第1砂質土層　N値=3
γ=17.0kN/m3　φ=22°
E0=8400

▽+1.530

▽-1.500(計画河床高)

▽-5.110

▽-8.210

▽-14.010

▽-17.210

2-2断面

▽-1.500(計画河床高)

大型土のう(土留用) 大型土のう(土留用)大型土のう(止水用) 大型土のう(止水用)

施工時水位 +1.030

S=1:150 S=1:150

計画平面図

仮設土留工詳細図 S=1:200

鋼矢板III型(リース)

B
N
O
1
0

B
N
O
1
2

B
N
O
1
3

3.59

3-NO.1

E

消

1.36

都市公園

3.00

2.84

E

水

1.34

1.66

E

2.87

3.46

2.69

E

灯

φ
8
0
0
H
P

信

水

花林

休憩所

灯

水

水

信

灯

遊具

灯

Con

標

水

灯

遊具

灯

-1.85

3-NO.1

HT-15

BM.1

HT-50

3.592

1.336

都市公園

B
N
O
9 BIP-3

1.51

汚

1

1

※護岸(被覆石含む)の上は大型土のうで土留及び止水を行い、護岸と干渉しない範囲
　は鋼矢板による土留及び止水を行う。
※護岸近傍の鋼矢板については、止水性を高める目的で、前面に大型土のう及び遮水
　シートを設置する。
※鋼矢板の打設は、油圧式圧入引抜機での設置を基本とするが、油圧式杭圧入引抜機
　を設置できる枚数(N=3枚)まではバイブロハンマで施工する。

2

2

鋼矢板III型(リース)
部材長:11.0m
打込長:7.97m
油圧圧入機施工

N=73枚
陸上施工

鋼矢板III型(リース)
部材長:11.0m
打込長:7.97m

油圧バイブロ施工
N=3枚

陸上施工

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

撫養川

鳴門市撫養町南浜

徳島県土整備事務所 鳴門支所

図面番号

仮設土留工詳細図

1:200 20

【(浮桟橋・遊歩道桟橋)二期施工図面】

撫養川

参考図参考図

Ｒ８鳴土　撫養川
鳴・撫養南浜　付帯施設工事
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3x400=1200 73x400=29200

鋼矢板III型(リース)
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